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高校物理基本実験講習会・大阪会場のご案内（告知）

　高校の物理教育において，様々な実験を授業に効果的に導入することは，生徒の資質・能力を養う上で大きな役割を果たします。また，現在の学習指導要領では探究の過程を重視した授業展開が求められており，基本的な実験に関する知識や技能についての指導も求められています。
学校には教科書等に記載されている実験器具や装置があるにもかかわらず，準備室の棚に眠っていることも多いと聞きます。本実験講習会ではご自身が高校時代に実験をあまり経験されなかった方や教員として実験指導の経験が少ない方，将来教員を目指す学生の方に，高校物理の授業に役立つ基本実験の考え方や装置の扱い方を学んでいただき，実験を取り入れた物理の指導法を普及させることを目的としています。また，本実験講習会では少人数のグループに分かれて受講していただきますので，授業の中での実験の位置づけや準備のこつ，生徒の反応への対応など，気軽に意見交換をしていただけます。

日　時　　2026年12月6日(日)　10時～16時
会　場　　大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎
　　　　　〒543-0054　大阪市天王寺区南河堀町4-88（公共交通機関を使ってご来校下さい）
対　象　　現職物理（理科）教員，理科実習助手，物理（理科）教員を目指す学生
定　員    30名（申し込み先着順）（注：11月初旬に受付開始予定）
参加費　　無料（実験材料費，テキスト代も無料）
実験項目　本年度は次の5つの分野を予定しています。
A　興味関心を高め，理解を深める実演実験
ペットボトルを用いて重心と転倒を考える。　教室内で熱気球を打ち上げる。
紙で作った模型建物で地震による共振現象を示す実験。
B　落体の運動
水平投射された物体の落下位置の予想。斜方投射と自由落下の空中衝突実験。
C　力学的エネルギー，重心
　力学的エネルギー保存の法則の検証実験。不規則な形をした物体の重心の測定。
D　光の反射と屈折
半円レンズを用いた屈折の法則の実験と屈折率の測定。光の進み方についての実験。
E　直流電気回路
　手回し発電機と豆電球を使った電流，電圧，消費電力を五感で感じる実験。
メートルブリッジを使った実験（未知抵抗の測定，起電力の測定）。
※探究活動につながる生徒実験（昼休み中の自由参加企画）
結果の考察を通して探究課題を見出す実験例（空気抵抗，抵抗率など）の紹介。
実施形態　参加者を5つの班に編成（1班6名）し，1講習45分（休憩15分）で，班毎に指定された順に5つの実験項目を受講します。
各実験項目では指導講師が準備した器具と資料を用いて実際に実験を体験しながら，実験を行う上での留意点や効果的な指導法などを議論します。
　　　　　※webで資料提供しますのでノートPC，タブレット等をご用意下さい。
　　　　　　会場内ではWi-Fiに接続していただけます。
主　催　　日本物理教育学会近畿支部　大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎
共　催　　日本物理学会大阪支部
協　賛　　大阪府高等学校理化教育研究会
実行組織　実行委員長　筒井和幸（関西大学，大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎）
実行委員　　豊田將章（大阪大学大学院理学研究科）
折戸正紀（清風南海高等学校）　他18名
問合せ先　筒井和幸（e-mail:  ktsutsui@kansai-u.ac.jp）
※正式な案内（参加申込の案内）は，10月下旬にお送りします。
